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内における車いす利用者のための一時待機場所について、アメリカ合衆国の Americans with Disabilities Act 




























(2) 医療・福祉施設の屋内避難階段の平面事例を分析し、 Americans with Disabilities Act Accessibility Guidelines 
における一時待機場所の要求寸法を満たしている事例は、屋内避難階段の奥行き寸法を柱間隔の寸法および病室
の間口寸法や奥行き寸法の影響を受けないように計画されていることを明らかにしている。
(3) 車いすによる走行実験の結果、勾配 1/20 の通常型スロープより、多段型スロープに対する評価が高く、特に下り
走行においては、踊場が速度を落とす役割を果たしていること、屋外スロープの勾配が推奨値の 1120 であっても、
勾配部分の水平距離が長くなると上り走行は困難であり、下り走行は危険であることを明らかにしている。
(4) 設計者に対するアンケート調査より、屋内避難階段の踊場における一時待機場所設置や屋外スロープ設置に伴う
容積率増加や建設コスト増加に対しては、容積率穏和や融資制度等の法的措置を適用することへの期待があるこ
とを明らかにしている。
以上のように、本論文は、高齢者や身体障害者の災害時の安全確保を目的とした屋内避難階段室内の一時待機場所
と新たな避難手段として多段型スロープを提案し、一時待機場所を設置するための方策を明らかにすると共に、車い
す利用者を被験者とした走行実験を通して多段型スロープが災害時の避難経路として有効であることを明らかにし
ている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
